
学生の頃に，まさか自分がダイ

ヤモンドを作るように（そして，

相当の枚数を叩き割ることに）なろうとは，全く想像して

いませんでした．勿論，今の境遇が不満だといっているわ

けではありませんし，これまでご指導いただいた皆様には

心より感謝しております．この場を借りて厚く御礼申し上

げます．

一方，学術雑誌の編集委員や学会のプログラム委員など

「大変な作業で，小職のような者には縁遠いおはなし」と

思っていました．しかし，人口減少の折り，小職のような

者にもそういったおはなしがまいります．自身に経験がな

い事柄について意見を求められる機会もあり，内心冷や汗

をかきながら精一杯お手伝いをさせていただいています．

必然的に，面識の有無に関わらず相談させていただく機会

が増え，「あれはいわなくてもよかったかな」「ちゃんと意

図が伝わったかな」などと，しばしば思います．私のなに

げない言動で，気分を害された方，何卒ご容赦ください．

悪意はございません．この場を借りて深くお詫び申し上げ

ます．

以上のとおり，予測は容易ではないと思います．人間万

事塞翁が馬と申しますが，仕事や私生活などについての１０

年位前の私の予想はほとんどといっていいほど外れまし

た．それはそれで面白いことも多いのですが，１０年先を見

通すことは本当に難しいことだなと常々思います．しかし

ながら，これは外れてくれたらと思いますが，最近発せら

れた IPCCの報告書は厳しいものと思いますし，環境・エ

ネルギー問題や人口減少などの難題は放っておけば深刻化

するばかりと予想します．一朝一夕で解決するわけでもな

いでしょうから，長期的に着実に取り組まねばならないと

感じます．おのずと，色々と予測をしなくてはなりません．

それには，自身の専門分野は然ることながら，所謂，教養

が必要と今更ながら痛感します．これを１０年前に気づいて

いれば，と，多分１０年後も思うことがあること間違いなし．

皆さま，今後とも宜しくお願い申し上げます．（山田英明）
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